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金
戸
h

町

子

供

会

 

親
善
ス
ポ
ー
ッ
大
会
開
催
さ
る
ノ
・
 

中
 

央
 

公
 

民
 

館
 

去
る
七
月
三
十
日
、
金
田
町
 

子
供
会
親
善
ス
ポ
ー
ッ
大
会
が
 

炎
暑
を
吹
き
と
ば
し
金
田
町
中
 

学
校
、
仮
町
民
グ
ラ
ン
ド
に
お
 

い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
 

た
。
育
成
会
の
方
々
の
熱
心
な
 

声
援
の
中
で
各
チ
ー
ム
と
も
元
 

気
い
っ
ぱ
い
好
プ
レ
ー
を
展
開
 

し
、
中
で
も
小
さ
な
小
学
生
が
 

自
分
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
真
剣
に
 

守
り
、
チ
ー
ム
の
大
き
な
力
と
 

な
っ
て
活
動
し
て
い
る
姿
は
応
 

授
の
大
人
も
大
い
に
学
ぶ
面
が
 

あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
 

か
。
競
技
が
あ
る
以
上
、
勝
つ
 

こ
と
が
目
標
で
あ
り
ま
す
が
、
 

チ
ー
ム
編
成
の
申
し
合
わ
せ
や
 

試
合
の
ル
ー
ル
を
よ
く
守
り
、
 

プ
レ
ー
を
行
な
う
こ
と
が
よ
り
 

大
切
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
行
事
に
 

参
加
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
 

な
く
、
行
事
を
目
標
に
子
供
同
 

志
が
話
し
合
い
、
練
習
を
積
み
 

重
ね
る
と
こ
ろ
に
お
互
い
の
気
 

持
ち
が
と
け
あ
い
、
 
一
致
協
力
 

の
精
神
が
養
わ
れ
、
子
供
会
活
 

動
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
の
で
 

あ
り
ま
す
。
 

今
年
の
大
会
も
育
成
会
の
方
 

々
、
ま
た
野
球
連
盟
審
判
部
員
 

バ
ド
・
・
、
ン
ト
ン
ク
ラ
プ
、
体
育
 

指
導
員
の
ご
協
力
に
よ
り
、
有
 

意
義
に
終
了
し
ま
し
た
こ
と
を
 

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
 

尚
、
試
合
結
果
は
次
の
と
お
 

り
で
す
。
 

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
 

優
 
勝
 
宝
見
子
供
会
 

準
優
勝
 
四
区
B

子
供
会
 

三
 
位
 
福
丸
子
供
会
 

四
 
位
 
上
金
田
A
子
供
会
 

女
子
バ
ド
I
I
、
ン
ト
ン
の
部
 

【
小
学
生
の
部
】
 

優
 
勝
 

一
区
子
供
会
 

準
優
勝
 
四
区
子
供
会
 

三
 
位
 
三
区
A
子
供
会
 

四
 
位
 

上
金
田
子
供
会
 

【
中
学
生
の
部
】
 

優
 
勝
 

一
区
子
供
会
 

準
優
勝
 
三
区
子
供
会
 

三
 
位
 
人
見
子
供
会
 

四
 
位
 
若
草
子
供
会
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9
月
の
こ
よ
み
と
行
事
 

一 

『 

和
名
 
長
月
（
な
が
づ
き
）
 

』 

） 

夜
長
月
を
つ
め
た
も
の
 

〉 

" 

1
日
 

防
災
の
日
・
ガ
ン
制
圧
月
間
 

" 

15 

日
 

敬
老
の
日
・
老
人
福
祉
週
間
 

「 

17 
日
 

十
 

五
 
夜
 

" 

20 
日
 

彼
岸
入
り
 

《 

》 

航
空
の
日
・
動
物
愛
護
週
間
 

一 

山 

23 
日
 

秋
分
の
日
 

（ 

「 

24 
日
 

結
核
予
防
週
間
 

~
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叶
ー
‘
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29 
日
 

乳
児
一
斉
検
診
及
び
コ
ン
ク
ー
ル
 

（ 

" 

（
金
田
町
中
央
公
民
館
）
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27 
日
 

心
配
ご
と
相
談
 



I 
昭和53年9月1日 報

 
町
 

田
 

金
 

号
 

《
h
J
 《b 第

 
号
 

にJ (b 第
 

報
 

差
別
を
な
く
す
た
め
に
 
③
 

部
落
差
別
は
、
半
封
建
的
な
 

身
分
差
別
で
あ
り
、
わ
が
国
の
 

社
会
的
に
潜
在
的
ま
た
は
顕
在
 

的
に
厳
存
し
、
多
種
多
様
の
形
 

態
で
発
現
す
る
。
そ
れ
を
分
類
 

す
れ
ば
、
心
理
的
差
別
と
実
態
 

的
差
別
と
に
こ
れ
を
分
け
る
こ
 

と
が
で
き
る
。
 

心
理
的
差
別
と
は
、
人
々
の
 

観
念
や
意
識
の
う
ち
に
潜
在
す
 

る
差
別
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
言
 

語
や
文
字
や
行
為
を
媒
介
と
し
 

て
顕
在
化
す
る
。
 

実
態
的
差
別
と
は
、
同
和
地
 

区
住
民
の
生
活
実
態
に
具
現
さ
 

れ
て
い
る
差
別
の
こ
と
で
あ
 

る。 た
と
え
ば
就
職
、
教
育
の
機
 

会
均
等
が
実
質
的
に
保
障
さ
れ
 

ず
政
治
に
参
与
す
る
権
利
が
選
 

挙
な
ど
の
機
会
に
阻
害
さ
れ
、
 

一
般
行
政
諸
施
策
が
そ
の
対
象
 

か
ら
疎
外
さ
れ
る
な
ど
の
差
別
 

で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
劣
悪
な
 

生
活
環
境
、
特
殊
で
低
位
の
職
 

業
構
成
、
平
均
値
の
数
倍
に
の
 

ぼ
る
高
率
の
生
活
保
護
率
、
き
 

わ
だ
っ
て
低
い
教
育
文
化
水
準
 

な
ど
同
和
地
区
の
特
徴
と
て
指
 

摘
さ
れ
る
諸
現
象
は
、
す
べ
て
 

差
別
の
具
象
化
で
あ
る
と
す
る
 

見
方
で
あ
る
。
 

こ
の
よ
う
な
心
理
的
差
別
と
実
 

態
的
差
別
と
は
相
互
に
因
果
関
 

金

田

町

中

央

公

民

館

 

係
を
保
ち
相
互
に
作
用
し
あ
っ
 

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
心
理
的
 

差
別
が
原
因
と
な
っ
て
実
態
的
 

差
別
を
つ
く
り
、
反
面
で
は
実
 

態
的
差
別
が
原
因
と
な
っ
て
心
 

理
的
差
別
を
助
長
す
る
と
い
う
 

具
合
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
 

相
関
関
係
が
差
別
を
再
生
産
す
 

る
悪
循
環
を
く
り
か
え
す
わ
け
 

で
あ
る
。
 

す
な
わ
ち
、
近
代
社
会
に
お
け
 

る
部
落
差
別
と
は
、
ひ
と
く
ち
 

に
い
え
ば
、
市
民
的
権
利
、
自
 

由
の
侵
害
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
 

市
民
的
権
利
、
自
由
と
は
、
職
 

業
選
択
の
自
由
、
教
育
の
機
会
 

均
等
を
保
障
さ
れ
る
権
利
、
居
 

住
お
よ
び
移
動
の
自
由
、
結
婚
 

の
自
由
な
ど
で
あ
り
、
こ
れ
ら
 

の
権
利
と
自
由
が
同
和
地
区
住
 

民
に
た
い
し
て
は
完
全
に
保
障
 

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
差
別
な
 

の
で
あ
る
。
 

こ
れ
ら
の
市
民
的
権
利
と
自
由
 

の
う
ち
、
職
業
選
択
の
自
由
、
 

す
な
わ
ち
就
職
の
機
会
均
等
が
 

完
全
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
こ
 

と
が
特
に
重
大
で
あ
る
。
な
ぜ
 

な
ら
、
歴
史
を
か
え
り
み
て
も
 

同
和
地
区
住
民
が
そ
の
時
代
に
 

お
け
る
主
要
産
業
の
生
産
過
程
 

か
ら
疎
外
さ
れ
、
賎
業
に
従
事
 

し
て
い
た
こ
と
が
社
会
的
地
位
 

の
上
昇
と
解
放
へ
の
道
を
阻
む
 

要
因
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
 

の
こ
と
は
現
代
社
会
に
お
い
て
 

も
変
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
 

た
が
っ
て
、
同
和
地
区
住
民
に
 

就
職
と
教
育
の
機
会
均
等
を
完
 

全
に
保
障
し
同
和
地
区
に
滞
溜
 

す
る
停
滞
的
過
剰
人
ロ
を
近
代
 

的
な
主
要
産
業
の
生
産
過
程
に
 

導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
生
活
が
 

安
定
と
地
位
の
向
上
を
は
か
る
 

こ
と
が
、
同
和
問
題
解
決
の
中
 

心
的
課
題
で
あ
る
。
 

以
上
の
解
明
に
よ
っ
て
、
部
 

落
差
別
は
単
な
る
観
念
の
亡
霊
 

で
な
く
現
実
の
社
会
に
実
在
す
 

る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
 

う。 

い
か
な
る
同
和
対
策
も
、
 

以
上
の
よ
う
な
問
題
の
認
識
に
 

立
脚
し
な
い
か
ぎ
り
、
同
和
問
 

題
の
根
本
的
解
決
す
る
こ
と
は
 

も
ち
ろ
ん
、
個
々
の
行
政
施
策
 

の
部
分
的
効
果
を
十
分
に
あ
げ
 

る
こ
と
も
期
待
し
が
た
い
で
あ
 

ろ
う
。
 

ニ
、
同
和
問
題
の
概
観
 

0
実
態
調
査
と
同
和
問
題
 

同
和
対
策
審
議
会
は
調
査
部
 

会
を
設
け
、
昭
和
三
十
七
年
調
 

査
と
し
て
昭
和
三
十
八
年
一
月
 

一
日
現
在
に
つ
い
て
同
和
地
区
 

（以一 

旭
区
」
と
称
す
る
〕
 

少
年
非
行
の
実
態
を
見
直
そ
う
ク
‘
'
 

田
川
郡
少
年
補
導
連
絡
会
 

少
年
非
行
の
実
態
を
見
る
と
 

福
岡
県
の
非
行
発
生
数
は
、
日
 

本
の
六
大
都
市
中
、
最
も
多
く
 

就
中
、
田
川
郡
は
県
内
で
も
最
 

多
非
行
少
年
の
発
生
率
で
あ
り
 

ま
す
。
 

そ
う
い
う
状
態
の
中
で
、
金
 

田
町
の
実
情
を
直
視
し
て
み
ま
 

し
よ
う
。
 

実
に
憂
慮
す
る
状
態
に
あ
り
 

ま
す
。
 

現
在
、
田
川
署
、
公
民
館
、
 

補
導
連
等
々
朝
野
を
あ
げ
、
非
 

町
 
行
防
止
に
全
力
を
あ
げ
て
居
り
 

ま
す
。
 

副

会

長

 

田

一

 

講
師
 

友
清
 
隆
雄
 

金
 

昭和53年9月1日 ⑧
 

せ
 

こ
の
日
ご
ろ
ル
ー
ジ
ュ
の
濃
 

道
も
狭
に
海
山
の
幸
並
べ
売
 

伊
 

藤
 

環
 

然
る
に
、
町
内
で
も
非
行
の
 

跡
が
絶
え
ま
せ
ん
。
 

と
く
に
シ
ン
ナ
ー
吸
引
、
異
 

性
不
純
行
為
、
万
引
怠
学
等
、
 

ダ
ル
マ
式
に
転
落
し
て
更
生
は
 

勿
賭
、
生
命
の
危
険
き
え
感
じ
 

ら
れ
ま
す
。
 

う
ち
の
子
に
限
っ
て
、
と
安
 

心
感
を
持
た
ず
、
常
に
子
供
の
 

持
物
、
顔
色
、
交
友
関
係
、
言
 

動
等
良
く
気
を
つ
け
て
下
さ
い
 

最
近
、
町
内
各
所
に
非
行
少
 

年
の
溜
り
場
が
あ
り
ま
す
。
 
「 

学
校
の
指
導
が
悪
い
、
親
の
注
 

意
が
足
り
ぬ
」
と
か
、
他
人
に
 

阿
部
 
重
宏
 

さ
な
ど
言
ふ
父
を
 
老
い
の
 

る
 
お
ん
な
達
は
顔
に
鉄
刻
 

繰
り
言
と
瑚
け
る
な
ゆ
め
 

み
を
り
 

藤
本
 
唯
彦
 

霧
晴
れ
て
明
る
く
な
れ
ば
山
 

火
事
に
 

焼
け
た
る
鉛
の
黒
 

々
と
見
ゅ
 

中
村
 
繁
生
 

火
炎
負
ひ
眼
怒
ら
せ
剣
持
て
 

る
 
巨
人
造
り
し
古
人
の
祈
 

h
J
 

室
 
ト
ョ
 

ま
た
来
て
ね
と
孫
に
げ
ん
ま
 

ん
せ
が
ま
れ
っ
 

発
車
の
ベ
 

ル
に
胸
痛
み
つ
つ
 

藤
林
 
俊
信
 

貴
任
を
転
嫁
せ
ず
．
地
域
全
体
 

の
責
任
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
 

て
、
多
く
の
方
々
の
御
指
導
、
 

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
中
学
校
女
生
徒
の
服
 

に
関
す
る
基
礎
調
査
を
実
施
し
 

た。 こ
れ
ま
で
大
正
十
年
に
内
務
 

省
に
よ
り
「
全
国
部
落
統
計
表
 

」
が
作
成
さ
れ
、
昭
和
に
入
っ
 

て
か
ら
は
、
十
年
に
は
中
央
融
 

和
事
業
協
会
に
よ
っ
て
、
三
十
 

三
年
（
三
十
四
年
に
補
正
）
に
 

は
、
厚
生
省
に
よ
っ
て
調
査
が
 

実
施
さ
れ
た
。
 

な
お
三
十
四
年
に
文
部
省
に
 

よ
っ
て
学
童
数
、
学
校
数
な
ど
 

の
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。
し
か
 

し
、
こ
れ
ら
は
各
々
特
定
の
目
 

的
に
答
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
 

り
、
地
区
の
所
在
地
、
世
帯
数
 

人
ロ
、
職
業
な
ど
の
点
に
お
い
 

て
必
ず
し
も
総
合
的
な
結
果
を
 

示
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
今
 

回
の
調
査
の
結
果
を
通
じ
て
 

I
地
区
の
内
外
に
お
い
て
一
般
 

地
区
住
民
と
の
混
住
が
多
く
 

み
ら
れ
る
こ
と
。
 

I
都
市
の
同
和
地
区
の
場
合
は
 

こ
れ
ま
で
の
地
区
が
】
般
地
 

区
的
な
様
相
を
も
ち
、
具
体
 

的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
困
難
 

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
 

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
今
 

回
は
数
府
県
が
調
査
不
能
で
 

あ
っ
た
。
 
こ
れ
は
地
方
行
政
 

機
関
の
同
和
問
題
に
対
す
る
 

認
識
の
ち
が
い
も
原
因
と
な
 

っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
 

な
い
。
 

こ
れ
ま
で
の
調
査
と
比
較
し
て
 

数
量
的
把
握
を
困
難
と
し
た
理
 

由
は
、
都
市
お
よ
び
そ
の
周
辺
 

地
域
で
は
 

》
戦
災
疎
開
な
ど
に
よ
る
地
区
 

す
。
地
域
の
子
供
の
な
か
に
は
 

真
面
目
な
良
い
子
供
も
た
く
さ
 

ん
あ
る
こ
と
も
わ
す
れ
ず
に
、
 

良
い
子
供
の
若
芽
を
伸
ば
す
意
 

味
に
お
い
て
、
郡
補
導
連
と
し
 

住
民
の
地
域
的
分
散
が
行
な
 

わ
れ
た
こ
と
。
 

I
区
画
整
理
等
に
よ
っ
て
地
区
 

内
で
の
再
配
置
が
あ
っ
た
こ
 

と。 

皿
一
般
の
低
所
得
階
層
密
集
地
 

区
（
ス
ラ
ム
）
と
の
地
域
的
 

な
混
在
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
 

な
ど
で
あ
る
。
 

つ
ぎ
に
、
都
市
以
外
の
地
域
で
 

は
 

I
社
会
、
経
済
等
の
変
動
に
と
 

も
な
う
人
口
移
動
の
傾
向
に
 

よ
っ
て
地
区
住
民
の
転
住
が
 

み
ら
れ
る
こ
と
。
こ
と
に
農
 

村
地
区
に
お
け
る
離
村
傾
向
 

の
増
大
が
指
摘
さ
れ
る
。
 

次
に
 

皿
戦
後
の
民
主
的
な
思
想
の
普
 

及
な
ど
に
よ
っ
て
、
 
】
般
地
 

区
住
民
と
の
混
住
が
幾
分
多
 

く
な
っ
た
こ
と
な
ど
で
あ
 

る。 

し
た
が
っ
て
、
全
国
に
お
よ
び
 

同
和
地
区
の
所
在
を
適
確
に
把
 

握
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
 

で
あ
り
、
集
団
地
区
以
外
に
か
 

な
り
の
関
係
住
民
の
い
る
こ
と
 

も
十
分
に
認
識
し
な
け
れ
ば
な
 

ら
な
い
。
 

同
和
問
題
が
現
在
の
時
点
に
お
 

い
て
重
要
性
を
も
つ
の
は
、
数
 

量
的
に
、
地
区
的
に
と
ら
え
ら
 

れ
る
よ
う
な
現
象
だ
け
で
は
な
 

い
。
日
本
の
社
会
体
制
の
あ
ら
 

ゆ
る
面
で
、
根
強
く
潜
在
し
て
 

い
る
差
別
的
な
実
態
そ
の
も
の
 

が
、
問
題
な
の
で
あ
る
。
 

同
和
問
題
に
関
す
る
本
質
の
課
 

題
は
、
端
的
 

「
部
落
差
別
 

て
は
、
表
彰
＜
ノ
る
こ
と
も
考
え
 

て
居
り
ま
す
。
郡
補
導
連
ま
で
 

ご
連
絡
願
い
ま
す
。
 

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
実
施
 

装
に
注
意
し
て
下
さ
い
。
 

O
実
施
期
間
 

と
く
に
劣
情
を
誘
発
す
る
よ
 

九
月
二
十
一
日
（
木
）
か
ら
 

う
な
服
装
を
さ
せ
な
い
こ
と
。
 

九
月
三
＋
日
（
土
）
ま
で
の
 

シ
ン
ナ
ー
吸
引
と
異
性
と
の
 

十
日
間
 

不
純
行
為
は
つ
き
も
の
で
あ
る
 
e
運
動
の
重
点
 

こ
と
を
認
識
し
て
下
さ
い
。
 

①
歩
行
者
及
び
自
転
車
利
用
 

某
地
域
で
補
導
し
た
町
内
の
 

者
、
特
に
子
供
と
老
人
の
 

実
例
か
ら
見
て
も
前
項
の
事
例
 

交
通
事
故
防
止
 

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

②
安
全
運
転
管
理
の
充
実
と
 

尚
、
最
後
に
お
願
い
致
し
ま
 

安
全
運
転
の
促
進
 

小
野
ト
メ
子
 

菊
池
 

一
枝
ー
 

カ
ツ
コ
ー
の
声
に
目
覚
め
て
 
紅
梅
に
今
年
も
青
き
蔓
か
ら
一
 

英
彦
山
D
 
研
修
二
日
目
の
 

み
 
春
の
幕
明
け
の
見
ゆ
る
、
旦
 

相
的
は
旧
《
十
ノ
そ
昂
一
 

也
す
 

一 

お
ち
こ
ち
 

．一 

‘ 

ー
‘
 

遠
近
で
祇
園
太
鼓
の
音
が
湧
 

あ
れ
こ
れ
と
思
ひ
惑
い
て
眠
 

福
原
 

照
子
 

宮
本
 
徳
忠
 

金
田
町
公
民
館
短
歌
教
室
 

九
 

月
 

詠
 

草
 

」
 

小
倉
の
街
は
夏
盛
り
な
 

福

田

 
昌
 

と
 

数
学
の
難
問
解
き
て
顔
あ
げ
 

し
 
生
徒
の
ロ
に
笑
み
こ
ぼ
 

れ
た
り
 

、
、
、
、
，
！
、
、
、
、
、
！
！
、
、
、
、
、
！
！
、
、
、
、
、
！
！
、
、
、
、
、
！
！
、
、
、
、
、
！
！
、
、
、
、
、
！
!
 

む
ら
れ
ぬ
 

枕
時
計
は
午
前
 

三
時
を
告
げ
ぬ
 並

川
 
君
子
 

ア
ス
フ
ア
ル
ト
の
道
に
行
き
 

か
う
カ
ラ
フ
ル
な
 
傘
の
波
 

に
ふ
り
つ
づ
く
雨
 

せ
が
ま
れ
て
お
馬
に
な
れ
ば
 

は
し
や
ぎ
出
す
 
孫
の
よ
だ
 
一 

れ
が
首
筋
に
落
つ
 

一 

高
木
 
美
代
子
一
 

亡
き
母
の
祖
り
し
地
蔵
を
作
一
 

り
替
え
 
刻
み
し
文
字
に
墨
 

流
し
こ
む
 

一 

引
臨
W
」・I
‘
・
 

灘
播
 

押一 
‘

 

】
 

ーー、、、、、ーー、、
II
、

ー

ー

、

、

」

 

③
踏
切
事
故
の
防
止
 

④
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
 

進
 

こ
の
運
動
は
、
県
民
の
す
べ
 

て
に
交
通
安
全
思
想
を
普
及
徹
 

底
し
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
 

安
全
な
行
動
の
実
践
を
習
慣
づ
 

け
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
 

防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
 

的
に
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
ま
 

す． 期
間
中
「
交
通
事
故
を
な
く
 

す
金
田
町
町
民
運
動
本
部
」
 

（ 

参
加
十
七
団
体
）
に
お
い
て
も
 

い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
計
画
し
て
 

お
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
の
 

絶
大
な
る
ご
協
力
を
お
顧
い
致
 

し
ま
す
。
 

意
識
が
劣
悪
な
生
活
環
境
の
な
 

か
で
、
い
ぜ
ん
と
し
て
厳
し
く
 

温
存
さ
れ
て
い
る
事
実
で
あ
 

る。 
新
憲
法
の
も
と
国
民
の
基
本
的
 

人
権
が
新
し
く
意
義
づ
け
ら
れ
 

社
会
体
制
の
民
主
化
も
一
応
進
 

展
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
み
え
な
 

が
ら
、
同
和
地
区
に
つ
な
が
る
 

人
々
は
こ
の
部
落
差
別
の
な
か
 

で
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
審
議
会
が
 

基
礎
調
査
と
と
も
に
実
施
し
た
 

精
密
調
査
の
結
果
に
よ
っ
て
知
 

る
こ
と
が
で
き
る
。
 

同
時
に
一
見
平
等
と
み
ら
れ
 

る
就
職
、
就
学
、
結
婚
等
の
社
 

会
体
制
の
な
か
に
、
い
ぜ
ん
と
 

し
て
厚
い
差
別
の
壁
が
あ
り
、
 

一
般
国
民
の
な
か
に
も
、
地
区
 

や
曲
区
住
民
に
対
し
て
、
感
情
 

態
度
、
意
識
、
思
想
等
に
よ
る
 

偏
見
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
も
 

指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

し
た
が
っ
て
、
審
議
会
が
部
 

落
差
別
の
事
実
と
し
て
客
観
的
 

に
と
ら
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
 

っ
た
焦
点
は
、
し
ば
し
ば
社
会
 

問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
る
主
観
 

的
な
差
別
言
動
よ
り
も
、
む
し
 

ろ
一
般
地
区
の
生
活
状
態
お
よ
 

び
社
会
、
経
済
的
な
一
般
水
準
 

と
比
軟
し
て
、
同
和
地
区
な
る
 

が
ゆ
え
に
解
決
さ
れ
ず
、
取
り
 

残
さ
れ
て
い
る
環
境
そ
の
も
の
 

に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
 

同
和
地
区
に
お
け
る
人
口
、
 

住
宅
の
過
密
性
、
道
路
、
上
下
 

水
道
、
居
住
形
式
な
ど
物
的
環
 

境
の
荒
廃
状
況
は
き
わ
め
て
盛
 

著
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
職
業
 

選
択
の
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
 

通
婚
圏
の
狭
い
こ
と
と
無
関
係
 

で
は
な
い
。
 

す
な
わ
ち
、
地
区
が
封
鎮
的
性
 

格
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
 

活
は
向
上
性
を
失
な
い
、
や
む
 

を
え
ず
集
団
化
に
よ
つ
て
そ
の
 

転
落
を
防
止
す
る
よ
う
な
自
己
 

防
衛
的
な
環
境
ま
で
つ
く
ら
れ
 

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
 

は
「
差
別
」
が
原
因
と
な
っ
て
 

「
貧
困
」
が
同
居
し
て
い
る
。
 

同
和
地
区
が
し
ば
し
ば
一
般
 

低
所
得
地
区
と
同
一
視
さ
れ
る
 

こ
と
が
あ
る
が
、
一
こ
れ
は
必
ず
 

し
も
正
し
い
認
識
で
は
な
い
。
 

一
般
の
低
所
得
地
と
異
な
る
も
 

の
は
、
部
落
差
別
が
存
在
す
る
 

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
居
住
 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
 

た
住
む
こ
と
に
よ
っ
て
生
活
活
 

動
に
制
限
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
 

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
地
区
に
よ
 

っ
て
は
、
行
政
の
対
象
か
ら
も
 

除
外
さ
れ
る
現
実
が
あ
る
こ
と
 

で
あ
る
。
 

す
な
わ
ち
調
査
に
よ
っ
て
得
 

ら
れ
た
結
論
は
、
部
落
差
別
の
 

実
態
が
、
生
活
条
件
の
劣
悪
き
 

を
誘
致
し
、
環
境
の
悪
化
を
生
 

ん
で
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
 

部
落
差
別
の
解
消
は
、
偏
見
を
 

も
た
ら
す
因
襲
や
伝
統
を
観
念
 

的
に
と
り
あ
げ
た
だ
け
で
は
解
 

決
で
き
な
い
。
そ
れ
を
存
続
き
 

せ
る
も
の
は
、
社
会
体
制
の
な
 

か
に
あ
る
と
い
う
認
識
に
立
た
 

ざ
る
を
得
な
い
。
 

（
つ
づ
く
）
 

昭
和
 53 
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
 

＠
世
界
の
願
い
交
通
安
全
 

◇
事
故
を
よ
ぶ
酒
が
 
疲
労
が
 
ス
ピ
ー
ド
が
 

◇
横
断
は
見
る
く
せ
 
待
つ
く
せ
 
止
ま
る
く
せ
 

◇
あ
ぶ
な
い
よ
 
わ
き
見
 
無
灯
火
 
ニ
人
乗
り
 

農
業
委
員
会
新
委
員
の
お
知
ら
せ
 

議
 
会
 
事
 
務
 

局
 

昭
和
五
十
三
年
七
月
十
八
日
 

第
六
回
臨
時
町
議
会
に
於
い
て
 

次
の
方
々
が
推
せ
ん
可
決
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

今
後
三
年
間
在
任
さ
れ
ま
す
 

の
で
、
営
農
問
題
、
農
地
異
動
 

転
用
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
地
元
 

の
委
員
に
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
 

だ
さ
い
。
 

記
 

O
人
 
見
 
柴
田
 

薫
 

e
七
十
石
 
春
永
 
定
夫
 

叫
‘
j
F
l
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I
…
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一
」
三
「
・
二
」
一
三
1
一
『
l
i
三
7
l
f
I
7
1
二

1
ニ
．
1
」

1
…
1
ニ
三
1
‘
一
ニ
『
〈
 

ノ
 
コ
 

一
 
》
 

俳
句
・
短
歌
同
好
会
 

原
田
 
豊
茂
 

〈 
水
当
て
の
タ
立
に
濡
れ
て
戻
り
 

〈
け
り
 

●・・
！
三・・！ 

？
三
・
・
●
・
・
●
！
！
・
三
…
I
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一
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●
・
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・
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・
！
三
1
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！三1
・！I
！
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・
三
・
・
子
毛
1
!I
、
 

俳
 

句
 

桑
野
っ
る
絵
 

夏
さ
か
り
呼
ふ
の
青
葉
に
蝉
し
 
も
 

岩
野
 
克
芳
 

ぐ
れ
 

鉱
害
の
か
た
む
く
軒
に
つ
ゆ
キ
 

空
つ
ゆ
に
水
乞
ふ
人
の
軒
先
に
 

待
つ
間
久
し
い
慈
雨
の
お
と
ず
 

れ
 

も
く
ぎ
よ
 

辰
島
 
宗
一
 

稲
妻
に
木
魚
の
乱
れ
い
さ
さ
か
 

短
 
歌
 

辰
島
 
宗
一
 

一
金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
 

尋

3

一 
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町
 

田
 

金
 

士
知
ち
せ
 

一 

濃
猶
無
磁
 

福

岡

県

職

員

試

験

案

内

 

採

用

試

験

 
（
中
級
・
初
級
）
 

O
受
付
期
間
 

九
月
一
日
 
（
金
）
ー
九
月
一
一
 

十
日
（
水
）
九
時
ー
十
七
時
 

の
受
験
資
格
 

o
中
級
 

昭
和
二
十
八
年
四
月
二
日
 

か
ら
昭
和
三
十
四
年
四
月
 

一
日
ま
で
に
生
れ
た
者
 

o
初
級
 

昭
和
三
十
年
四
月
ニ
日
か
 

ら
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
 

日
ま
で
に
生
れ
た
者
 

田
試
験
 
日
 

o
第
一
次
試
験
 

十
月
十
五
日
 
（日） 

九
時
ー
十
五
時
ま
で
 

o
第
ニ
次
試
験
 

十
一
月
中
旬
 

O
試
験
の
方
法
 

号
 

o
第
一
次
試
験
 

5
 

教
養
試
験
 

《hU 

o
専
門
試
験
 

第
 

適
性
検
査
（
初
級
の
み
）
 

o
第
ニ
次
試
験
 

論
・
作
文
試
験
人
物
試
験
 

（
性
格
・
面
接
）
身
体
検
 

査
 

日
受
験
手
続
き
 

o
申
込
用
紙
請
求
先
 

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
 

福
岡
市
博
多
区
下
川
端
町
 

二
の
五
西
銀
博
多
ビ
ル
内
 

電
話
（
〇
九
ニ
）
二
九
一
 

一1
1
〇
」
ハ
七
番
 

⑧
郵
便
で
申
込
用
紙
を
請
求
す
 

る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
 

中
級
（
又
は
初
級
）
申
込
用
 

紙
請
求
」
と
朱
書
し
、
五
〇
 

円
を
は
っ
た
あ
て
先
明
記
の
 

返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
く
 

だ
さ
い
。
 

o
申
込
み
先
 

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
 

①
そ
の
他
 

く
わ
し
い
こ
と
は
、
福
岡
県
 

人
事
委
員
会
事
務
局
総
務
課
 

企
画
係
電
話
（
〇
九
二
）
一
一
 

九
一
ー
三
〇
六
七
番
へ
お
間
 

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

乳

児

一

斉

検

診

及

び

 

コ
ン
ク
ー
ル
実
施
に
つ
い
て
 

住

民

課

保

健

係

 

昭
和
 53 

年
度
秋
季
乳
児
検
診
 

及
び
コ
ン
ク
ー
ル
を
次
の
と
お
 

り
致
し
ま
す
。
 

一
、
と
 

き
 
9
月
 29 

日
（
金
）
 

午
後
1
時
 30 

分
1
3
時
ま
で
 

一
、
と
こ
ろ
 

金
田
町
中
央
公
民
館
 

一
、
該
当
者
 

昭
和
 52 

年
8
月
1

日
か
ら
 

昭
和
 53 

年
7
月
 31 

日
ま
で
に
 

生
れ
た
も
の
。
 

※
母
子
手
帳
を
必
ら
ず
ご
持
参
 

下
さ
い
。
 

多
数
の
ご
参
加
を
お
顧
い
し
 

ま
す
。
 

児
童
手
当
の
法
改
正
に
つ
い
て
 

住

民

 課

福

祉

係

 

昭
和
五
十
三
年
九
月
一
日
か
 

ら
児
童
手
当
法
が
改
正
さ
れ
、
 

市
町
村
民
税
の
所
得
割
の
無
い
 

世
帯
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
月
 

額
五
千
円
が
、
千
円
引
き
あ
げ
 

ら
れ
て
、
六
千
円
に
な
り
ま
 

す。 

そ
れ
で
今
後
、
転
入
や
転
出
 

の
場
合
市
町
村
民
税
所
得
割
り
 

の
者
の
有
無
が
記
載
さ
れ
た
所
 

得
証
明
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
 

の
で
、
転
入
や
転
出
を
さ
れ
る
 

場
合
は
、
必
ら
ず
児
童
手
当
の
 

係
で
手
続
き
を
し
て
下
さ
じ
 

昭
和
 53 

年
度
（
後
期
）
 

職

業

訓

練

生

募

集

 

福
岡
県
立
直
方
専
修
職
業
訓
練
校
 

O
訓
練
計
画
 

工
等
の
技
能
の
習
得
（
電
気
、
ガ
 

訓
練
科
目
 
金
属
プ
レ
ス
科
 

ス
溶
接
の
学
科
実
技
を
含
む
）
 

区
 
分
 

能
力
再
開
発
 

O
応
募
資
格
 

定
 
員
 

三
十
名
 

求
取
希
望
者
で
義
務
教
育
修
 

期
 
間
 

六
ケ
月
 

了
程
度
の
学
力
を
有
し
、
こ
 

性
 
別
 

男
・
女
 

の
職
種
に
適
し
た
者
 

訓
練
概
要
 
金
属
プ
レ
ス
工
と
 
。
田
応
募
書
類
 

し
て
必
要
な
学
科
と
プ
レ
ス
機
 

o
入
校
顧
 

械
な
い
j
操
作
法
、
プ
レ
ス
加
 

o
健
康
診
断
書
又
は
身
体
検
 

査
書
 

o
写
真
 

O
募
集
期
間
 
昭
和
五
十
三
年
 

九
月
十
六
日
（
土
）
ま
で
 

日
申
込
み
先
 
最
寄
り
の
公
共
 

職
業
安
定
所
又
は
当
校
 

の
選
考
月
日
 
昭
和
五
十
三
年
 

九
月
二
十
日
（
水
）
 

の
選
考
要
領
 
面
接
 

く
わ
し
い
こ
と
は
、
当
校
又
 

は
最
寄
り
の
公
共
取
業
安
定
 

所
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
 

内
職
相
談
員
配
置
の
お
知
ら
せ
 

福
岡
県
（
内
職
公
共
職
業
補
 

導
所
）
で
は
、
内
職
を
希
望
さ
 

れ
る
方
や
関
係
者
の
方
々
の
ご
 

相
談
（
求
人
、
求
職
、
あ
っ
旋
 

等
）
に
応
じ
る
た
め
、
次
の
と
 

お
り
相
談
員
を
配
置
す
る
こ
と
 

に
な
り
ま
し
た
。
 

ご
希
望
の
方
は
お
気
軽
に
お
 

で
か
け
く
だ
さ
い
。
 

（
相
談
料
 

等
は
一
切
不
用
で
す
）
 

【
配
置
場
所
】
 

田
川
市
平
松
町
三
番
三
十
六
号
 

田
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

電
話
（
〇
九
四
七
四
）
 

④
五
七
五
六
番
 

【
相
談
日
】
毎
週
火
曜
・
金
曜
 

（
十
時
か
ら
十
五
時
ま
で
）
 

た
だ
し
、
祝
祭
日
等
で
休
日
 

に
当
っ
た
場
合
は
、
そ
の
翌
日
 

を
相
談
日
と
し
ま
す
。
 

相
談
員
氏
名
 
岩
崎
 
信
雄
 

担
当
区
域
 
田
川
市
・
田
川
郡
 

簡
易
生
命
保
険
積
立
金
 

一

〇

兆

円

突

破

 
ガ】 

金

田

町

 郵

便

局

 

簡
易
保
険
は
大
正
五
年
創
業
 

以
来
、
皆
様
か
ら
『
郵
便
局
の
 

簡
易
保
険
」
と
し
て
広
く
親
し
 

ま
れ
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
 

お
蔭
様
で
現
在
総
加
入
件
数
 

五
、
〇
〇
〇
万
件
、
契
約
高
は
 

三
十
七
兆
円
と
な
り
、
ま
た
、
 

資
金
総
額
は
去
る
七
月
四
日
十
 

兆
円
の
大
台
を
突
破
し
ま
し
た
 

こ
の
簡
保
資
金
は
、
加
入
者
 

の
皆
様
か
ら
お
預
り
し
た
大
切
 

な
信
託
財
産
と
し
て
、
市
町
村
 

な
ど
の
地
方
公
共
団
体
を
は
じ
 

め
、
公
団
、
×
ム
庫
な
ど
政
府
機
 

関
に
融
資
さ
れ
、
住
宅
や
学
校
 

道
路
等
皆
様
の
身
近
か
な
生
活
 

環
境
の
整
備
拡
充
に
役
立
っ
て
 

い
ま
す
。
 

尚
、
金
田
町
に
も
五
十
二
年
 

度
中
に
公
営
住
宅
建
設
事
業
他
 

六
事
業
に
総
額
四
億
七
千
四
百
 

七
十
万
円
が
融
資
さ
れ
て
い
ま
 

す
。
郵
便
局
と
し
ま
し
て
は
、
 

こ
の
十
兆
円
突
破
を
契
機
に
、
 

さ
ら
に
豊
か
な
住
み
よ
い
町
づ
 

く
り
に
お
役
に
立
ち
た
い
と
考
 

え
て
お
り
ま
す
か
ら
、
よ
ろ
し
 

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

■
二
ご
■
二
に
，
！
「
●
、
こ
ぐ
．
二
て
．
・
，
こ
ご
、
ニ
！
」
．
二
ぐ
■
●
、
ど
■
●
，
、
、
 

福
岡
県
腎
臓
疾
患
患
 

者
福
祉
給
付
金
の
実
 

施
に
つ
い
て
 

フ
、
、
‘
，
、
ぐ
！
・
、
く
，
、
《
，
、
●
，
、
、
一
、
、
‘
，
●
，
●
、
ビ
，
、
《
，
・
 

夜
間
に
人
工
透
析
に
よ
る
治
 

療
（
人
工
透
析
の
治
療
開
始
時
 

間
が
、
原
則
と
し
て
＋
七
時
以
 

降
に
な
る
者
を
い
う
）
を
受
け
 

て
い
る
腎
臓
疾
患
患
者
に
対
し
 

通
院
に
伴
う
交
通
費
の
一
部
を
 

助
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
 

た。 受
給
資
格
等
に
つ
い
て
の
、
 

く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
福
祉
係
 

に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
 

あ
り
が
と
・
つ
 

こ
ざ
い
ま
し
た
 

鈴
 
木
 
淳
 
子
 
殿
 

古
 
屋
 

サ
ャ
カ
 

殿
 

松
 
尾
 

覚
 
殿
 

右
の
方
よ
り
香
典
返
し
と
し
 

て
多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
 

き
ま
し
た
の
で
有
意
義
に
使
 

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

社
会
福
祉
協
議
会
 


